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秋
田
県
の
北
部
中
央
に
位
置
す
る
北
秋
田
市
は
、
人
口
約
３
万

人
、
面
積
は
秋
田
県
の
約
１
割
を
占
め
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
る
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

　

市
の
中
央
部
に
は
、
夏
は
「
花
の
百
名
山
」、
冬
は
青
森
八
甲

田
連
峰
、
山
形
蔵
王
山
と
並
び
「
日
本
三
大
樹
氷
鑑
賞
地
」
と
し

て
名
高
い
県
立
自
然
公
園
の
森
吉
山
が
勇
壮
に
そ
び
え
、
豊
か
な

自
然
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
７
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
史
跡
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」、
世
界
一
の
綴
子
大
太
鼓
、
日
本

の
産
業
近
代
化
に
貢
献
し
た
阿
仁
鉱
山
の
歴
史
と
マ
タ
ギ
文
化
な

ど
、
世
界
に
誇
れ
る
魅
力
が
数
多
く
地
域
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
延
伸
目
覚
ま
し
い
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
や
Ｊ

Ｒ
奥
羽
本
線
、
首
都
圏
と
本
市
を
１
時
間
で
結
ぶ
大
館
能
代
空
港
、

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
秋
田
内
陸
線
と
い
っ
た
交
通
体
系
も
充
実
し
て

お
り
、
自
然
・
観
光
・
文
化
・
交
通
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
が
融

合
し
て
個
性
豊
か
な
都
市
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
都
市
像
に
掲
げ
る
「
住
民
が
主
役
の“

も
り　

の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
を
主
役
に
市
民
相
互
の
ぬ
く
『
も
り
』

や
見
ま
『
も
り
』
を
大
事
に
し
、
地
方
の
個
性
と
活
力
を
生
か
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
北
秋
田
市
の
あ
ゆ
み

平
成
17
年
３
月
22
日　

鷹
巣
町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
町
が
合
併
し
、「
北
秋
田
市
」
が
誕
生

平
成
19
年
９
月
29
日　

秋
田
わ
か
杉
国
体
が
開
幕
。
本
市
で
は
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岳
競
技
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
を
開
催

平
成
20
年
６
月
15
日　

第
59
回
全
国
植
樹
祭
開
催

平
成
22
年
４
月
１
日　

北
秋
田
市
民
病
院
が
開
院

平
成
22
年
10
月
30
日　

第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
を
開
催

平
成
23
年
４
月
１
日　

県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
が
開
校

平
成
26
年
７
月
19
日　

阿
仁
熊
牧
場
の
ヒ
グ
マ
舎
が
オ
ー
プ
ン

平
成
26
年
10
月
11
日　

北
秋
田
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

平
成
26
年
10
月
26
日　
国
民
文
化
祭
「
文
芸
祭
現
代
詩
大
会
」
開
催

平
成
27
年
４
月
８
日　

新
生
・
北
秋
田
市
立
合
川
小
学
校
誕
生

平
成
28
年
４
月
24
日　

伊
勢
堂
岱
縄
文
館
オ
ー
プ
ン

平
成
28
年
４
月
30
日　

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
コ
ム
コ
ム
オ
ー
プ
ン

平
成
28
年
10
月
22
日　

日
沿
道
鷹
巣
大
館
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
IC
〜
二
井
田
真
中
IC
）
開
通

平
成
29
年
９
月
10
日　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
大
会
開
催

平
成
30
年
３
月
21
日　

日
沿
道
鷹
巣
大
館
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
館
能
代
空
港
IC
〜
鷹
巣
IC
）
開
通

平
成
30
年
４
月
24
日　

北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
完
成

令
和
２
年
12
月
13
日　

日
沿
道
鷹
巣
大
館
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟹
沢
IC
〜
大
館
能
代
IC
）
開
通

令
和
３
年
７
月
27
日　

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
遺
産
登
録
決
定
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未
来
に
向
け
た
五
つ
の
柱

一
、
健
康
で
し
ご
と
に
は
げ
む
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
一
人
一
人
が
自
発
的
に
、
自
分
に
あ
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
商

工
業
の
振
興
や
滞
留
型
観
光
の
推
進
を
図
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

二
、
お
互
い
が
尊
敬
し
支
え
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
で
進
め
て
き
た
支
え
合
い
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
し
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
安
定
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

三
、
命
の
た
い
せ
つ
さ
を
学
び
文
化
を
は
ぐ
く
む
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
育
つ

よ
う
な
環
境
の
充
実
と
市
民
が
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
心
身
と
も
に
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

四
、
自
然
を
愛
し
環
境
を
と
と
の
え
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
・
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
確
立
や
省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
都
市
基
盤
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
と
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

五
、
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
身
近
な
場
所
で
、
安
全
・
安
心
を
支
え
る
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
、
市
民
が
主
体
と
な
っ

た
通
学
路
の
見
守
り
活
動
等
、
地
域
に
お
け
る
防
災
や
防
犯
な
ど
の
活
動
支
援
に
努
め
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

“



４５

四
季
彩
美
　
森
吉
山

四季折々の自然美自然が織りなす名瀑布群

森
吉
山
を
囲
む
よ
う
に
名
瀑
布
群
が
数
多
く
散
在
す
る
貴
重
な
自
然
遺
産

N
ature rem

ains
自
然

①日本の滝百選「安の滝」最上部
②「安の滝」全景
③桃洞渓谷「桃洞滝」
④立又渓谷「二の滝」
⑤小又峡「三階滝」

①

②③

④⑤

県立自然公園に指定されている森吉山は秋田県の中央部に位置する標高１ ,４５４メートルの独立峰と
なっており、「クマゲラ」の棲むブナの原生林や多くの瀑布が散在する自然景観に優れ、初夏から夏
には「花の百名山」として、秋は阿仁スキー場ゴンドラで行く絶景の「紅葉」、冬には日本三大樹氷
観賞地として幻想的な銀世界を演出し、それぞれの季節を楽しませてくれます。



６

縄
文
・
マ
タ
ギ
・
伝
統
を
感
じ
て
文
化
を
継
ぐ

歴
史
・
伝
統

伊
勢
堂
岱
遺
跡
　

　

縄
文
時
代
後
期
（
約
４
０
０
０
年
前
）
の
環
状
列
石
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
、

こ
れ
ま
で
に
４
つ
の
環
状
列
石
を
は
じ
め
、
配
石
遺
構
、
掘
立
柱
建
物
跡
、
土

坑
墓
、
柱
穴
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
径
30
メ
ー
ト
ル
以
上
の
環
状
列

石
が
４
つ
も
集
中
す
る
の
は
他
に
例
が
な
く
、
学
術
的
価
値
も
高
い
こ
と
か
ら
、

平
成
13
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
17
の
縄
文
遺
跡
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
」
が

世
界
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
し
、

令
和
３
年
７
月

に
登
録
が
決
定

し
ま
し
た
。

板
状
土
偶

ガイダンス施設「伊勢堂岱縄文館」ガイダンス施設「伊勢堂岱縄文館」
７

根子番楽　国指定重要無形民俗文化財

綴子大太鼓 世界一の和太鼓（ギネス認定）

阿仁マタギの狩猟用具
（国指定重要有形民俗文化財）

　主に熊の狩猟を生業としたマタギ。「山の
恵み」に感謝の念を忘れず、必要以上の獲物
を捕獲しない自然と人間の共生に重きを置い
て生活していた人たちが使用した槍、罠、衣
装、生活用具、行商関係の用具などの293点
が国指定重要有形民俗文化財に指定されてい
ます。

　弘長２年（１２６２年）に始まった『八幡宮綴子神社』
の例大祭で、雨乞いの神事として天に届くような大き
な音を轟かせるために作られたのが始まりと伝えられ
ています。大太鼓の直径は３.71 メートルもあり、平
成元年にはギネスに認定されています。

　源氏の遺臣あるいは離散した平家の家臣が移り住ん
だとされる根子集落では、古くから番楽が行われてい
ます。
　根子番楽は、山伏神楽の流れをくむ活発で荒っぽい
武士舞と歌詞が文学的にも優れていると称賛されてい
ます。

ユネスコ世界文化遺産登録ユネスコ世界文化遺産登録ユネスコ世界文化遺産登録ユネスコ世界文化遺産登録

国
指
定
遺
跡



　北秋田市阿仁地区にはマタギと呼ばれる猟師が存在し、
そのマタギが猟をするために実用一点張りで作られたのが
「又鬼山刀（マタギナガサ）」
です。
　全国でも数少ない存在に
なってしまった鍛冶職人が、
マタギの誇りを受け継ぎこ
の山刀が作られています。

８

　「北あきたバター餅」は、もち米を蒸
かしてバターや卵黄、砂糖を練り込みな
がらついたお餅で、テレビ等でも紹介さ
れた、この地域を代表するスイーツです。

地
域
自
慢
の
特
産
品

北
あ
き
た
の
逸
品

北
あ
き
た
の
逸
品

　
伝
統
食
や
文
化
が
育
ん
だ
商
品
が
、
受
け
継
が
れ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
農
林
業
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
逸

品
開
発
等
の
も
の
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

秋
田
八
丈

秋
田
八
丈

　
八
丈
島
で
生
ま
れ
伝
わ
っ
た
草
木
染
め
の
絹
織
物

で
、
秋
田
で
は
「
秋
田
黄
八
丈
」
と
呼
ば
れ
、
人
気

を
博
し
て
い
ま
し
た
が
、
秋
田
市
に
あ
っ
た
工
房
が

操
業
を
停
止
。
い
っ
た
ん
そ
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し

ま
し
た
が
、
当
地
出
身
の
工
房
職
人
が
平
成
18
年
に

復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
八
丈
島
で
生
ま
れ
伝
わ
っ
た
草
木
染
め
の
絹
織
物

で
、
秋
田
で
は
「
秋
田
黄
八
丈
」
と
呼
ば
れ
、
人
気

を
博
し
て
い
ま
し
た
が
、
秋
田
市
に
あ
っ
た
工
房
が

操
業
を
停
止
。
い
っ
た
ん
そ
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し

ま
し
た
が
、
当
地
出
身
の
工
房
職
人
が
平
成
18
年
に

復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。

山 刀（ながさ）山 刀（ながさ）

９

比内地鶏ご飯・スープ比内地鶏ご飯・スープ 秋田もつ鍋きりたんぽ秋田もつ鍋きりたんぽ

比内地鶏きりたんぽセット比内地鶏きりたんぽセット

どぶろく（マタギの夢）

北
秋
田
の
大
地
が

北
秋
田
の
大
地
が

育
ん
だ
恵
み

育
ん
だ
恵
み

バター餅バター餅
北あきた北あきた



10

健
康
で
し
ご
と
に
は
げ
む
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

１
未来に向けた五つの柱　

仕
事
を
頑
張
る
た
め
に
は
、
心
身

の
健
康
は
重
要
な
要
素
で
す
。
市
民

一
人
一
人
が
自
発
的
に
、
自
分
に
あ

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
商
工

業
の
振
興
や
滞
留
型
観
光
の
推
進
を

図
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
仕
事
を
頑
張
る
た
め
に
は
、
心
身

の
健
康
は
重
要
な
要
素
で
す
。
市
民

一
人
一
人
が
自
発
的
に
、
自
分
に
あ

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
商
工

業
の
振
興
や
滞
留
型
観
光
の
推
進
を

図
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

11

地
域
医
療
の
充
実

　

高
齢
化
の
進
行
や
生
活
圏
が
広
く
山
間

地
域
と
い
う
本
市
の
背
景
を
踏
ま
え
、
地

域
の
中
核
病
院
で
あ
る
市
民
病
院
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
病
診
連
携
や
在
宅

医
療
診
療
体
制
を
充
実
さ
せ
、
市
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

　
◇
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
◇
北
秋
田
市
民
病
院
の
充
実

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

生
活
環
境
の
改
善
や
医
学
の
進
歩
に
よ

り
、
本
市
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
も
平
均

寿
命
が
延
び
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で

健
康
寿
命
と
の
差
を
縮
め
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

健（
検
）診
受
診
を
推
進
し
、早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
り
重
症
化
予
防
を
進
め
る

た
め
、
市
民
一
人
一
人
が
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
本
市
の
死
因
の
第
１
位
を
占

め
る
「
が
ん
」
の
対
策
、
全
国
で
も
高
い

状
況
が
続
い
て
い
る
秋
田
県
の
自
殺
死
亡

率
を
抑
制
す
る
た
め
、
身
体
の
健
康
の
み

な
ら
ず
心
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
を
勧
め
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
地
域
等

　
と
の
連
携

　
◇
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
・

　
　
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
推
進

　
◇
が
ん
対
策
の
強
化

　
◇
感
染
症
対
策
・
予
防
接
種
の
推
進

　
◇
地
域
に
お
け
る
健
康
相
談
・
健
康
教

　
　
育
の
推
進

　
仕
事
を
頑
張
る
た
め
に
は
、
心
身

の
健
康
は
重
要
な
要
素
で
す
。
市
民

一
人
一
人
が
自
発
的
に
、
自
分
に
あ

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
商
工

業
の
振
興
や
滞
留
型
観
光
の
推
進
を

図
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
仕
事
を
頑
張
る
た
め
に
は
、
心
身

の
健
康
は
重
要
な
要
素
で
す
。
市
民

一
人
一
人
が
自
発
的
に
、
自
分
に
あ

わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

健
康
寿
命
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
で
、

生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
商
工

業
の
振
興
や
滞
留
型
観
光
の
推
進
を

図
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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商
業
の
振
興　

　

中
心
市
街
地
の
歩
行
者
・
自
転
車
の
通

行
量
の
減
少
に
伴
い
、
空
き
店
舗
が
増
加

す
る
な
か
、
地
元
消
費
の
よ
り
一
層
の
喚

起
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
商
品
開
発
を

進
め
な
が
ら
市
外
へ
の
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
既
存
商
店
街
の
活
性
化

◇
地
域
産
業
と
連
携
し
た
産
業
活
動
の

促
進
（
６
次
産
業
化
を
含
む
）

工
業
の
振
興

　

市
内
に
は
北
秋
田
大
野
台
工
業
団
地
を

は
じ
め
５
つ
の
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
が
、

大
館
能
代
空
港
や
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動

車
道
の
整
備
延
伸
な
ど
の
利
点
を
生
か
し
、

企
業
誘
致
や
既
存
事
業
所
の
拡
大
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
雇
用
及
び
正
規
社
員
の
増

加
や
雇
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
、
高
齢
者

の
就
業
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
雇
用
奨
励
制
度
の
充
実

◇
企
業
誘
致
、
既
存
事
業
所
の
拡
大
を

支
援

◇
小
規
模
事
業
所
の
雇
用
支
援

◇
雇
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

農
業
・
畜
産
業
の
振
興

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
農

業
就
業
者
数
や
農
地
面
積
が
減
少
し
続
け
る
な

ど
、
生
産
現
場
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
る
一
方
で
、
若
者
の
新
規
就
農
が

増
加
す
る
な
ど
、
農
業
に
関
心
の
あ
る
若
い
方

が
就
農
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
支
援
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
農
業
構
造
の
実
現
に
向

け
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
ス
マ
ー
ト
農
業

の
展
開
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
効
果
的

な
施
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

は
比
内
地
鶏
や
規
模
拡
大
の
傾
向
に
あ
る
養
豚

な
ど
の
畜
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

　
◇
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
◇
農
業
の
担
い
手
育
成
・
確
保

　
◇
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

　
◇
畜
産
の
振
興

　
◇
農
村
環
境
の
保
全

林
業
の
振
興

　

森
林
面
積
は
９
万
６
３
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

市
の
面
積
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

森
林
は
、
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
生
態

系
の
保
全
や
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
に
よ
る
温
暖

化
防
止
等
の
多
面
的
な
機
能
を
有
し
、
こ
れ
ら

の
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
は
、
林

業
の
成
長
産
業
化
と
適
切
な
森
林
管
理
を
両
立

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
よ
り
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設

さ
れ
、
森
林
整
備
の
一
層
の
促
進
が
期
待
さ
れ

る
ほ
か
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
省

力
化
や
、
資
源
を
循
環
さ
せ
る
た
め
の
再
造
林

の
推
進
、
林
内
路
網
の
拡
大
等
を
図
り
な
が
ら

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
み
、
森
林
を
適
切
に

管
理
で
き
る
よ
う
、
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基

盤
づ
く
り
を
進
め
、
林
業
従
事
者
の
育
成
や
森

林
資
源
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

◇
新
規
就
業
者
の
育
成

◇
森
林
保
全
育
成
の
推
進
と
林
道
作
業
道
の

路
網
整
備

◇
森
林
資
源
の
利
活
用
の
推
進

緑豊かな大地の恵みを未来へ
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豊
か
な
自
然
、歴
史
、文
化
に
触
れ
遊
ぶ

豊
か
な
自
然
、歴
史
、文
化
に
触
れ
遊
ぶ

　「
浜
辺
の
歌
」「
か
な
り
や
」
な

ど
を
作
曲
し
た
成
田
為
三
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
た
博
物
館
。
自
筆

楽
譜
な
ど
為
三
の
資
料
も
多
数
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

　
代
々
肝
煎
を
務
め
た
七
日
市
の

宗
家
。
建
物
は
文
政
13
年
頃
の
建

築
と
さ
れ
、
江
戸
の
面
影
を
残
す

建
築
様
式
や
意
匠
は
た
い
へ
ん
貴

重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
指
定
文
化
財

　
　
「
旧
長
岐
家
住
宅
」

　
明
治
15
年
ド
イ
ツ
人
技
師
、
ア

ド
ル
フ
・
メ
ッ
ケ
ル
ら
の
官
舎
と

し
て
建
築
さ
れ
た
洋
館
で
、
か
つ

て
の
鉱
山
で
繁
栄
し
た
「
阿
仁
」

の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
国
指
定
重
要
文
化
財

　
　
　 

「
阿
仁
異
人
館
」

 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 

の
振
興

　
観
光
客
数
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に
よ

る
落
ち
込
み
か
ら
、
緩
や
か
に
回
復
の
兆
し
が
み

ら
れ
つ
つ
あ
り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
つ
い
て

も
以
前
は
韓
国
人
観
光
客
が
中
心
で
し
た
が
、
近

年
は
台
湾
の
観
光
客
が
増
加
し
、
秋
田
内
陸
線
な

ど
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
森
吉
エ
リ
ア
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
秋
田

県
と
の
協
働
に
よ
る
「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
、
観
光
基
盤
の
拡
充

を
行
っ
た
ほ
か
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
た
伊

勢
堂
岱
遺
跡
等
の
歴
史
や
文
化
を
活
用
し
、
全
市

的
な
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
観
光
エ
リ
ア
や
施

設
へ
の
導
線
整
備
に
向
け
、
関
係
機
関
等
と
の
協

議
や
要
望
活
動
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
米
代
川
や

阿
仁
川
等
の
水
質
資
源
の
活
用
に
よ
る
観
光
産
業

振
興
へ
の
波
及
を
促
す
た
め
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

　
◇
森
吉
山
を
中
心
と
し
た
滞
留
型
観
光
の
推
進

　
◇
歴
史
文
化
を
活
用
し
た
観
光
の
推
進

　
◇
老
朽
化
し
た
観
光
施
設
の
改
修
及
び
整
備

　
◇
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

　
◇
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し

 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 

の
振
興

　
観
光
客
数
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に
よ

る
落
ち
込
み
か
ら
、
緩
や
か
に
回
復
の
兆
し
が
み

ら
れ
つ
つ
あ
り
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
つ
い
て

も
以
前
は
韓
国
人
観
光
客
が
中
心
で
し
た
が
、
近

年
は
台
湾
の
観
光
客
が
増
加
し
、
秋
田
内
陸
線
な

ど
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
森
吉
エ
リ
ア
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
秋
田

県
と
の
協
働
に
よ
る
「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
、
観
光
基
盤
の
拡
充

を
行
っ
た
ほ
か
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
た
伊

勢
堂
岱
遺
跡
等
の
歴
史
や
文
化
を
活
用
し
、
全
市

的
な
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
観
光
エ
リ
ア
や
施

設
へ
の
導
線
整
備
に
向
け
、
関
係
機
関
等
と
の
協

議
や
要
望
活
動
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
米
代
川
や

阿
仁
川
等
の
水
質
資
源
の
活
用
に
よ
る
観
光
産
業

振
興
へ
の
波
及
を
促
す
た
め
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

　
◇
森
吉
山
を
中
心
と
し
た
滞
留
型
観
光
の
推
進

　
◇
歴
史
文
化
を
活
用
し
た
観
光
の
推
進

　
◇
老
朽
化
し
た
観
光
施
設
の
改
修
及
び
整
備

　
◇
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

　
◇
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
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地
域
福
祉
の
充
実

　

近
年
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
家
族
同
士
や
地
域
で
支
え
合
う
機

能
が
弱
ま
り
、
ま
た
、
個
人
の
価
値
観
の

多
様
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
等
か
ら
、
身
近
な
地

域
で
の
交
流
や
人
々
の
結
び
つ
き
が
希
薄

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、「
地
域
で
支
え
合

う
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
一
層
大
切

に
な
っ
て
お
り
、
民
生
児
童
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る

地
域
福
祉
の
在
り
方
を
検
討
し
、
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
地
域
福
祉
の
在
り
方
検
討

◇
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

◇
民
生
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
促
進

　
誰
も
が
明
る
く
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
助

け
合
い
と
福
祉
施
策
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行

等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
る
な
ど
、
社
会
環
境
が

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

地
域
で
進
め
て
き
た
支
え
合
い
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し

て
積
極
的
に
支
援
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
定
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
誰
も
が
明
る
く
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
助

け
合
い
と
福
祉
施
策
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行

等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
る
な
ど
、
社
会
環
境
が

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

地
域
で
進
め
て
き
た
支
え
合
い
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し

て
積
極
的
に
支
援
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
定
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　

地
域
自
治
の
体
制
確
立

　

市
内
に
は
約
２
３
０
の
自
治
会
・
町
内

会
が
あ
り
、
自
治
会
・
町
内
会
活
動
を
は

じ
め
、
祭
り
や
伝
統
芸
能
等
の
地
域
行
事
、

環
境
美
化
活
動
と
い
っ
た
地
域
活
動
に
参

加
し
て
い
る
割
合
は
７
割
を
超
え
、
市
民

意
識
の
高
さ
が
本
市
の
特
長
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減
少
が
進
み
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
自
治
会
・

町
内
会
の
役
割
は
益
々
大
き
く
な
る
一
方

で
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
生
活
様
式
の

多
様
化
等
か
ら
自
治
会
・
町
内
会
の
加
入

率
の
減
少
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
団
体
も
出
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
と
行
政
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
を
認
識
し
、自
治
会
・

町
内
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
団
体
に
つ
い
て
も
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

　
◇
地
域
と
行
政
と
の
協
働
の
推
進

　
◇
地
域
活
動
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

市
の
高
齢
化
率
は
こ
こ
数
年
、
毎
年
約

１
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
上
昇
し
て
県
平
均
を

上
回
り
、
令
和
３
年
に
は
44・６
パ
ー
セ
ン

ト
、
さ
ら
に
令
和
22
年
に
は
約
51
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

認
知
症
者
も
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
に
な

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
機
能
強
化
し
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
的

な
取
り
組
み
や
、
在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
へ
の
支
援

◇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・

　
機
能
強
化

◇
在
宅
生
活
支
援

◇
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
、
見
直
し

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
者
の
生
活
や
権
利
を
守
る
た
め

の
法
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
等
の
急
激
な
変
化
に
対
す

る
適
切
な
情
報
提
供
や
、
就
業
や
生
活
面

で
の
相
談
や
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

　
◇
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
移
行
・

　
　
就
労
支
援
）
の
促
進

　
◇
障
が
い
児
へ
の
支
援

　
誰
も
が
明
る
く
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
助

け
合
い
と
福
祉
施
策
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行

等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
る
な
ど
、
社
会
環
境
が

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

地
域
で
進
め
て
き
た
支
え
合
い
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し

て
積
極
的
に
支
援
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
定
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
誰
も
が
明
る
く
健
や
か
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
助

け
合
い
と
福
祉
施
策
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行

等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
る
な
ど
、
社
会
環
境
が

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

地
域
で
進
め
て
き
た
支
え
合
い
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し

て
積
極
的
に
支
援
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
定
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。



命
の
大
切
さ
を
学
び
文
化
を
は
ぐ
く
む
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

３
未来に向けた五つの柱

　
心
豊
か
な
人
を
育
成
す
る
た
め
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま

し
く
一
人
の
自
立
し
た
人
間
と
し
て
育
つ

よ
う
に
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康

の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向

上
に
至
る
ま
で
、
市
民
が
日
常
的
に
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
心
身
と
も
に
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
心
豊
か
な
人
を
育
成
す
る
た
め
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く
ま

し
く
一
人
の
自
立
し
た
人
間
と
し
て
育
つ

よ
う
に
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康

の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向

上
に
至
る
ま
で
、
市
民
が
日
常
的
に
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
心
身
と
も
に
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
で
き
る
環
境
の
充
実

　
出
生
数
減
少
の
背
景
に
あ
る
、
若
者
の
流

出
に
よ
る
人
口
減
、
未
婚
化
、
晩
婚
化
、
晩

産
化
の
対
策
と
し
て
、
若
い
年
齢
か
ら
の
啓

発
や
結
婚
に
向
け
た
支
援
、
不
妊
治
療
に
対

す
る
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
仕
事
と

家
庭
を
両
立
す
る
支
援
と
し
て
、
子
育
て
に

係
る
負
担
軽
減
や
不
安
の
解
消
を
は
じ
め
と

し
た
切
れ
目
な
い
包
括
的
な
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
結
婚
、子
育
て
に
関
す
る
若
者
へ
の
支
援

◇
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

◇
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り

◇
地
域
・
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る

意
識
・
環
境
づ
く
り
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学
校
教
育
の
充
実

　

秋
田
県
の
子
ど
も
の
学
力
は
、
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
お
り
、
本
市
の

子
ど
も
た
ち
の
学
力
も
同
様
に
水
準
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
出
現
率
も
国

や
県
と
比
べ
て
低
い
状
態
で
、
県
学
習
状

況
調
査
に
お
い
て
も
「
学
校
が
楽
し
い
」

と
い
う
質
問
肢
に
対
し
、
肯
定
的
な
回
答

が
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会

の
在
り
方
が
劇
的
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
中
、
本
市
で
は
「
第
２
次
北
秋
田
市
学

校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
地
域
と

学
校
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
引
き
続
き
高

い
教
育
水
準
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
人

口
が
減
少
し
て
い
る
本
市
の
将
来
を
担
う

若
者
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
学

　
校
づ
く
り

◇
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
重
視

　
し
た
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

　
充
実

◇
基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
向
上

◇
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

　
教
育
の
充
実

◇
教
育
環
境
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実

　

本
市
で
は
、
３
つ
の
公
民
館
と
８
つ
の

地
区
公
民
館
で
の
講
座
や
秋
田
大
学
北
秋

田
分
校
に
よ
る
公
開
講
座
、
さ
ら
に
は
市

職
員
の
出
前
講
座
や
文
化
会
館
で
の
自
主

事
業
等
に
よ
る
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い

る
ほ
か
、
高
齢
者
大
学
や
各
地
区
の
図
書

館
等
も
活
用
し
た
市
民
の
自
主
的
な
学
習

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

を
拠
点
と
し
て
、
世
代
間
交
流
や
仲
間
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
、
推
進
し
な

が
ら
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
社
会
教
育

◇
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し

た
生
涯
学
習
の
充
実
と
地
域
活
性
化

◇
学
び
の
場
・
発
表
の
場
の
提
供

◇
児
童
・
生
徒
の
学
校
外
の
学
習
・
交

流
推
進

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
施
設
環
境

を
充
実
さ
せ
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
き
っ
か
け
づ
く
り
や
底
辺
拡
大
、
競
技

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

◇
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

◇
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
活
性
化

◇
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

市民ふれあいプラザ
『コムコム』『コムコム』
憩い～交流～にぎわい



自
然
を
愛
し
環
境
を
と
と
の
え
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

４
未来に向けた五つの柱

　
自
然
環
境
の
保
全
や
循
環
型

社
会
の
構
築
は
、
現
在
の
私
た

ち
だ
け
で
は
な
く
次
世
代
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

重
要
で
す
。

　
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
森

林
・
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め

る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
体

制
の
確
立
や
省
エ
ネ
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
都
市
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
公
共
交

通
、
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道

等
の
都
市
基
盤
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
と
機
能
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
や
循
環
型

社
会
の
構
築
は
、
現
在
の
私
た

ち
だ
け
で
は
な
く
次
世
代
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

重
要
で
す
。

　
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
森

林
・
河
川
環
境
の
保
全
に
努
め

る
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
体

制
の
確
立
や
省
エ
ネ
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
都
市
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
公
共
交

通
、
道
路
、
公
園
、
上
下
水
道

等
の
都
市
基
盤
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
と
機
能
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
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ご
み
の
減
量
化
推
進
と

適
切
な
処
理

　

北
秋
田
市
の
家
庭
ご
み
一
日
一
人
当
た
り
の

排
出
量
は
微
減
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
意
識
調

査
で
は
、「
環
境
問
題
を
意
識
し
て
ご
み
を
捨

て
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
市
民
の
割
合
が
38
・

６
パ
ー
セ
ン
ト
と
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ご

み
の
減
量
化
の
啓
発
及
び
再
生
利
用
等
の
循
環

型
社
会
の
構
築
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
く
自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、

不
法
投
棄
を
抑
制
し
、市
民
参
加
に
よ
る
森
林
・

河
川
の
自
然
環
境
保
全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
、
よ
り
良

い
環
境
を
確
保
し
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

◇
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上

◇
処
理
体
制
の
充
実

◇
不
法
投
棄
対
策
の
推
進

◇
住
民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
活
動
の

推
進

◇
し
尿
処
理
、
汚
泥
処
理
の
対
応
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地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

　

市
民
の
エ
コ
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
の
削
減
に
向
け
て
、
省
エ
ネ
の
推
進
や
、

公
共
施
設
の
建
設
・
更
新
に
お
い
て
も
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

　
◇
エ
コ
意
識
の
普
及
・
啓
発

　
◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

都
市
環
境
の
整
備

　
主
な
取
り
組
み

◇
広
域
交
流
交
通
基
盤
の
整
備

◇
市
営
住
宅
の
整
備

◇
空
き
家
対
策

◇
居
住
環
境
の
向
上

◇
除
雪
体
制
の
強
化

◇
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
除
排
雪
支
援

◇
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
除
雪

◇
秋
田
内
陸
線
の
利
用
促
進

◇
バ
ス
路
線
・
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の
再

編
・
利
用
促
進

◇
大
館
能
代
空
港
等
の
活
用



み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

５
未来に向けた五つの柱
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消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　
市
域
が
広
範
囲
で
あ
る
こ
と
や
、
高
齢

化
の
進
展
な
ど
に
伴
う
救
急
需
要
の
増
加

等
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
署
所
の
再
編

や
設
備
・
資
機
材
の
整
備
、
さ
ら
に
は
消

防
職
員
の
技
能
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
、
応

急
手
当
の
知
識
や
技
能
の
習
得
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
迅
速
な
消
火
・
防
災
活
動
の
重

要
な
役
割
を
担
う
消
防
団
員
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
消
防
職
員
の
技
能
向
上

◇
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
・
強
化

◇
消
防
団
員
の
確
保
と
装
備
の
充
実

◇
消
防
署
所
の
再
編

地
域
防
災
体
制
の
充
実

　
災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、
要
配

慮
者
へ
の
支
援
、
防
災
に
向
け
た
体
制
づ

く
り
や
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上

◇
自
主
防
災
組
織
結
成
の
促
進
、
組
織

の
充
実

◇
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
実

践
力
の
向
上

◇
要
配
慮
者
の
避
難
支
援

◇
減
災
へ
の
取
り
組
み

◇
将
来
の
消
防
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
家
庭
や
地
域
、
関
係

団
体
と
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

　
地
域
の
身
近
な
場
所
で
、
安

全
・
安
心
を
支
え
る
消
防
団
や

自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
、
市

民
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
通
学
路
の
見

守
り
活
動
等
、
地
域
に
お
け
る

防
災
や
防
犯
な
ど
の
活
動
支
援

に
努
め
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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行
財
政
改
革
の
推
進

　

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
行
政
運
営
の
ス

リ
ム
化
・
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、
市
民
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
提
供
や
意
識

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

◇
行
政
運
営
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
化

◇
財
政
運
営
の
健
全
化

◇
市
職
員
の
意
識
改
革
・
能
力
向
上

◇
電
子
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
構
築
推
進

◇
広
報
・
広
聴
の
充
実

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
や

家
庭
生
活
と
の
両
立
等
に
対
す
る
市
民
の

認
識
を
高
め
る
た
め
、
研
修
機
会
の
確
保

と
各
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

主
な
取
り
組
み

◇
市
民
へ
の
意
識
啓
発

◇
事
業
所
に
お
け
る
取
り
組
み
推
進

◇
市
民
参
画
、
行
政
内
部
に
お
け
る
女

性
の
活
用

消
費
者
保
護
の
推
進

　

市
民
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
消
費
生
活
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
情
報
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
際
へ
の
対
応
と
し
て
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
し
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み

◇
特
殊
詐
欺
防
止
意
識
の
啓
発

◇
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
・
整
備

◇
消
費
者
取
引
の
適
正
化

交
通
安
全
の
推
進

　
　
防
犯
体
制
の
強
化

　

警
察
や
交
通
指
導
隊
・
防
犯
指
導
隊
、

交
通
安
全
協
会
・
防
犯
協
会
等
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
対
す

る
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設

備
や
修
理
を
進
め
、
市
民
の
安
全
安
心
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

◇
交
通
安
全
意
識
・
防
犯
意
識
の
啓
発

◇
交
通
安
全
施
設
・
防
犯
灯
の
整
備

◇
犯
罪
被
害
者
へ
の
ケ
ア

移
住
定
住
の
促
進

　

北
秋
田
市
の
認
知
度
を
高
め
る
ほ
か
、

移
住
者
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

若
者
の
定
住
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み

◇
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
「
き
た
あ

き
た
暮
ら
し
」
の
魅
力
と
移
住
施
策

の
情
報
発
信
、
移
住
希
望
者
と
の
接

点
づ
く
り

◇
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
多
彩
な
移
住

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

◇
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
窓
口
の
開
設
に
よ

る
移
住
相
談
及
び
移
住
施
策
の
奨
励

と
創
造

◇
移
住
者
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
支
援

◇
若
者
の
市
内
就
職
に
よ
る
定
住
の
奨

励
◇
移
住
希
望
者
の
就
職
支
援
と
地
場
産

業
の
活
性
化

◇
新
し
い
人
の
流
れ
の
創
出

北
秋
田
に
移
住
し
ま
し
た

〈
東
京
都
出
身
　
織
田
直
樹
さ
ん
〉

移
住
の
決
断

　

織
田
さ
ん
が
北
秋
田
市
に
移
住
し

た
の
は
平
成
26
年
。
平
成
23
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
当
時
、
織
田
さ
ん
が
住
ん
で

い
た
栃
木
県
北
部
も
空
間
放
射
線
量

が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
無
事
に
育
て
ら
れ
る
か
不
安
が
ふ

く
ら
み
、
ご
自
身
で
健
康
に
与
え
る

影
響
な
ど
を
調
べ
始
め
ま
し
た
。

『
子
ど
も
や
孫
世
代
の
身
体
に
異

常
が
出
た
ら
絶
対
に
後
悔
す
る
』

そ
う
思
っ
た
織
田
さ
ん
は
、
同
じ
理

由
で
阿
仁
荒
瀬
に
帰
郷
し
た
知
人
か

ら
「
秋
田
は
放
射
線
の
心
配
も
な
く
、

空
き
家
も
あ
る
」
と
聞
き
、
一
度
見

て
か
ら
考
え
よ
う
と
、
そ
の
地
に
足

を
運
び
ま
し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
少
子
高
齢
化
の
深
刻

な
地
域
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
た

も
の
の
、
予
想
を
上
回
り
衝
撃
を
受

け
た
と
い
う
織
田
さ
ん
。
そ
の
一
方

で
「
子
ど
も
が
多
い
我
が
家
が
、
少

し
で
も
何
か
の
お
役
に
立
て
た
ら
」

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
移
住
の
話
を
持
ち

か
け
、
気
持
ち
を
聴
く
と
友
達
と
の

別
れ
に
寂
し
い
表
情
を
見
せ
な
が
ら

も
、
嫌
が
ら
ず
に
受
け
入
れ
て
も
ら

い
、
織
田
さ
ん
は
移
住
を
決
断
。
自

然
に
囲
ま
れ
た
阿
仁
荒
瀬
に
、
妻
と

子
ど
も
５
人
の
家
族
７
人
で
移
住
し

ま
し
た
。

住
ん
で
み
た
感
想
は

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
私
た
ち
７
人

を
歓
迎
し
て
く
れ
て
、
近
所
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
「
居
て
く
れ
る
だ
け
で

安
心
す
る
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
り
と
、

移
り
住
ん
で
き
た
ば
か
り
の
私
た
ち

を
信
頼
し
、
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ

と
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

食
べ
物
は
本
当
に
お
い
し
く
て
、

豊
か
な
農
産
物
や
山
菜
は
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
ま
す
し
、
お
世
辞
抜
き
で

秋
田
の
お
米
は
お
い
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
外
遊
び
を
し
て
い
る
姿
を

見
て
、
本
当
に
移
り
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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北
秋
田
市
議
会

市
民
の
声
を
市
政
に

　

北
秋
田
市
議
会
は
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
20
人
の

議
員
で
構
成
さ
れ
、
年
に
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に

応
じ
て
開
催
さ
れ
る
臨
時
会
に
よ
り
、
市
の
条
例
や

予
算
な
ど
の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
総
務
文
教
常
任
委
員
会
』『
市
民
福
祉
常

任
委
員
会
』
『
産
業
建
設
常
任
委
員
会
』
の
３
つ
の

常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、
よ
り
詳
細
な
審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
代
表
と
し
て
、
市
民
の
声
を
届
け
市
政
に

反
映
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

北
秋
田
市
議
会
議
員
の
任
期

　

平
成
30
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

総務文教常任委員会

市民福祉常任委員会

産業建設常任委員会

議長　黒澤 芳彦副議長　佐藤 重光

「
花
」 

あ
じ
さ
い

　市内でも広く植栽され、
誰からも親しまれている花。
花の色の日々の変化に、
今後の市の発展を重ね合
わせています。

「
鳥
」 

ク
マ
ゲ
ラ

　広大なブナの原生林の
みに生息し、自然保護の
象徴として希少価値の高
い鳥。森吉山麓でも確認
されています。

「
木
」 

ぶ
な

　水源涵養等の役割を成
し、自然の恵みを人々に与
え、豊かな自然を象徴し
ている樹木です。

北秋田市の花・鳥・木 〈平成１８年４月１日制定〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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大森 光信 武田 浩人 山田 博康

小笠原 寿 佐藤 光子 佐藤 重光

三浦 倫美

佐藤 文信 中嶋 洋子 杉渕 一弘

久留嶋 範子 関口 正則 黒澤 芳彦

福岡 由巳

堀部 　壽 虻川 　敬 永井 昌孝

板垣 　淳 松橋 　隆

長崎 克彦

（令和３年４月27日現在）
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北
秋
田
市
の
統
計

■人口・世帯数　資料／令和３年７月３１日現在　住民基本台帳

■年齢階層別人口　資料／令和３年７月３１日　住民基本台帳

■事業所数・従業者数の増減（民営）　

人　　　　　口 世帯数 人口密度（１㎞2当たり） 世帯当たり構成員数

30,408人 男　14,285人 女　16,123人 13,895世帯 26.4人 2.2人

資料／平成２８年　経済センサス

■農業経営体数　資料／平成２７年２月１日　農林業センサス

■小売業の事業所数・従業員数・年間販売額

総経営体数

1,391

■道路の状況
資料／国道・県道・市道：令和２年４月１日現在（秋田のみちの現況より）

道
国

道
県

道
市

0 150 300 450 600 750 900㎞

●実延長／97.214㎞　●路線／７号、105号、285号

舗装道／97.214㎞

●実延長／167.363㎞　●路線数／14路線

砂利道／15.547㎞　舗装道／151.816㎞

●実延長／840.432㎞　●路線数／1,150路線

砂利道／238.987㎞　舗装道／601.445㎞

■一般会計当初予算額（217億1402万5千円）資料／令和３年度

学校数
学級数
（特）

■学校の状況　 資料／令和３年５月１日　現在

児童・生徒数（人）

男 女 計
区　分

小学校 9 72（18） 531 502 1,033

中学校 4 29（7） 273 291 564

1 － 282 310 592県立高校

園　児　数　（人）

計5歳児4歳児3歳児3歳児未満

■保育園の状況　資料／令和３年４月１日現在

区分
保育
園数

定員
（人）

■認定こども園の状況　資料／令和３年４月１日現在

公立

私立

合計

4

6

10

296

450

746

17

86

103

27

100

127

29

102

131

109

434

543

36

146

182

園　児　数　（人）

計5歳児4歳児3歳児3歳児未満
区分

保育
園数

定員
（人）

私立（保）

私立（教）

合計

1

1

90

30

120

16

2

18

17

8

25

21

10

31

92

20

112

38

－

38

区分／年度 ２年度 ２年度末普及率

公共下水道

■下水道等処理人口　資料／令和３年３月３１日現在

16,270人 53.2％

農業集落排水 5,489人 18.4％

合併浄化槽 3,854人 12.6％

合　　計 25,613人 83.8％

■製造業の状況　資料／平成２８年　経済センサス

●事業所数（４人以上）

従業者数

1,946人

製造品出荷額等

2,119,551万円

事　業　所　数

313

資料／平成２８年　経済センサス

■米の作付け面積と収穫量

作付面積

3,230ha

収穫量

17,100t

10a当たり収穫量

529㎏

資料／令和２年３月　秋田県農林水産業累年統計表

従　業　者　数

数
所
業
事 平成28年 平成26年 増減率％

1,628 1,838

数
者
業
従 平成28年 平成26年

11,948人 14,176人

－11.4

増減率％

－15.7

1,734人

年間商品販売額

3,809,800万円

経 営 耕 地 面 積 規 模 別 経 営 体 数

8 167 327 223 146 159 144 116 69 23 6 12

0.3ha未満
0.3ha以上
0.5ha未満

0.5ha以上
1.0ha未満

1.0ha以上
1.5ha未満

1.5ha以上
2.0ha未満

2ha以上
3ha未満

3ha以上
5ha未満

5ha以上
10ha未満

10ha以上
20ha未満

20ha以上
30ha未満

30ha以上
50ha未満

50ha以上
100ha未満

経営耕地
な　　し

■ごみ処理量　資料／令和元年度（一般廃棄物処理事業実態調査より）

53人
238人

602人
787人

942人
1,537人

1,386人
1,214人

1,044人
940人
920人
792人
673人

534人
475人
441人

509人
482人
412人
301人

243人
3人 24人100歳以上

95～99歳
90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳

40～44歳
45～49歳

35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳

736人
1,255人

1,404人
1,257人

1,683人
1,442人

1,253人
990人

871人
808人

725人
561人

419人
365人
431人
497人
489人

411人
259人0～4歳

■産業別就業者数（15歳以上） 出典／平成27年10月1日
　　　国勢調査

総　数
15,291人
100％

農業
1,512人
9.9％

林業　251人
1.6％

漁業　7人
0.0％

鉱業・採石業
砂利採取業　27人

0.2％建設業
1,546人
10.1％

電気・ガス　　　　　
熱供給・水道業　45人

0.3％

製造業
2,644人
17.3％

運輸業・郵便業　485人

卸売業
小売業

1,944人
12.7％

金融業・保険業　170人

不動産業　104人
0.7％

サービス業　781人
5.1％

公務　701人
4.6％

分類不能　25人
0.1％

複合サービス業　399人
2.6％

教育・学習支援業　550人
3.6％ 医療・福祉

2,699人
17.7％

情報通信業　48人
0.3％

学術研究・
専門技術サービス業　190人

1.2％

宿泊業・
飲食サービス業　565人

生活関連サービス業・
娯楽業　598人

3.7％

総　数
93
100％

食料品
　７
7.5％

繊維　25
26.9％

木材・木製品
14
15.1％

窯業・土石 ７
7.5％

金属製品　７
7.5％

生産用
機械器具　5

5.4％

印刷　3
3.2％

電子部品　
デバイス　4
4.3％

その他　21
22.6％

1.1％ 3.2％

4.0％

歳入

国庫支出金
22億9605万
　　 2千円
（10.6%）

市債
19億7260万円

（9.1%）

市税
28億4644万
　　3千円
（13.1%）

地方交付税 

94億1657万5千円

（43.4%）

県支出金
13億8655万8千円

（6.4%）

地方消費税交付金
7億1258万円
（3.3%）

諸収入
5億363万2千円
（2.3%）

分担金及び負担金
2億2107万6千円
（1.0%）

2億4096万8千円

（1.1%）

地方譲与税

その他
21億1754万
　　 1千円
（9.7%）

歳出

民生費  
59億3490万 

2千円 
  （27.3%）

土木費
27億
9734万8千円
（12.9%）衛生費 

 27億
5712万8千円
（12.7%）

公債費
　　26億
5208万3千円
（12.2%）

総務費　23億  

（11.0%）
9049万9千円 

教育費
17億1146万
1千円（7.9%）

消防費
13億
8786万4千円
（6.4%）

農林水産業費
10億
487万7千円

（4.6%）

商工費
7億1015万
　　  1千円
（3.3%） その他

3億6771万2千円
（1.7%）

総　量
10,741t
100％

収集可燃ごみ

9,170t　85.4％　　

資源ごみ
1.084t
10.1％

収集不燃ごみ
487t　4.5％
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北
秋
田
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の
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時
記

北
秋
田
市
の
歳
時
記

文
化
を
つ
な
ぐ

一
月
　

■
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
【
１
日
】

　

■
大
太
鼓
叩
き
初
め
【
２
日
】

　

■
消
防
出
初
式
【
４
日
】

　

■
森
吉
山
の
樹
氷
観
賞【

上
旬
〜
３
月
上
旬
】

　

■
市
民
ス
キ
ー
大
会
【
下
旬
】

二
月
　

■
厄
払
い
祈
願
【
１
日
】

　

■
も
ち
っ
こ
市
【
上
旬
】

　

■
大
館
能
代
空
港
か
ま
く
ら
ん
ど【
上
旬
】

　

■
阿
仁
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
【
中
旬
】

　

■
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
【
下
旬
】

三
月
　

■
万
灯
火
【
中
旬
】

四
月
　

■
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
【
中
旬
】

　

■「
く
ま
く
ま
園
」
オ
ー
プ
ン
【
下
旬
】

　

■
鷹
巣
中
央
公
園
「
桜
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
【
下
旬
〜
５
月
上
旬
】

五
月
　

■
森
吉
山
山
開
き
【
３
日
】

　

■
森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
山
開
き【
下
旬
】

　
大
太
鼓
の
館
で
開
催
。
な
か

な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
大

太
鼓
４
張
に
よ
る
合
同
演
奏
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
大
太
鼓
叩
き
初
め

　
市
内
消
防
団
員
が
一
堂
に
会

し
、
一
年
の
安
全
を
祈
願
す
る

と
と
も
に
、
団
員
一
丸
と
な
っ

て
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

　
消
防
出
初
式

　
北
秋
田
市
の
新
し
い
小
正
月

行
事
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

餅
ま
き
や
、
お
し
る
こ
の
無
料

振
る
ま
い
の
ほ
か
、
特
産
品
な

ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
も
ち
っ
こ
市

　
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
日
本
三
大

樹
氷
観
賞
地
で
１
月
中
旬
か
ら

３
月
上
旬
ま
で
樹
氷
観
賞
が
で

き
ま
す
。

　
市
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
愛

好
者
が
参
加
し
、
森
吉
神
社
で

１
年
の
無
事
故
・
安
全
の
祈
願

を
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
踊
り
と

　
　
も
ち
っ
こ
ま
つ
り

　
毎
年
、
米
代
川
河
川
公
園
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
大
ス
タ
ー

マ
イ
ン
な
ど
約
３
０
０
０
発
の

花
火
が
夏
の
夜
空
に
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
米
代
川
花
火
大
会

　
阿
仁
前
田
河
川
公
園
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
昼
は
郷
土
芸
能

や
ダ
ン
ス
、
絵
灯
篭
行
列
な
ど

が
行
わ
れ
、
夜
に
は
火
祭
り
太

鼓
と
共
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　
森
吉
山
麓

　
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

　
八
幡
宮
綴
子
神
社
の
例

大
祭
。
直
径
３
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
太
鼓
や
、
獅

子
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能

が
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
太
鼓
を
背
景
に
記

念
撮
影
す
る
観
光
客
が
大

勢
い
ま
す
。

　
綴
子
神
社
例
大
祭

　
大
太
鼓
の
館
野
外
ス
テ

ー
ジ
で
開
か
れ
、
迫
力
あ

る
太
鼓
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　
北
秋
田
市
た
か
の
す

　
　
　
　
太
鼓
ま
つ
り

　
仙
北
市
角
館
・
北
秋
田

市
鷹
巣
間
を
コ
ー
ス
に
行

わ
れ
、
毎
年
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、
豊
か
な
自
然
か

お
る
秋
田
内
陸
路
を
力
走

し
て
い
ま
す
。

　
１
０
０
キ
ロ

　 

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

　
市
全
体
の
地
場
産
業
の
振
興

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
、

農
・
工
・
商
全
般
に
わ
た
る
展

示
品
の
観
覧
や
特
産
品
を
買
い

求
め
る
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い

ま
す
。

　
北
秋
田
市
産
業
祭

　
３
・
５
キ
ロ
の
ロ
ン
グ
コ
ー

ス
と
良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
。

雄
大
な
山
並
み
と
美
し
い
樹
氷

な
ど
景
色
も
楽
し
み
な
が
ら
滑

走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き

　
園
内
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

中
心
に
約
１
０
０
０
本
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
期
間
中
は
夜
に

桜
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
中

央
の
堤
を
囲
む
よ
う
に
咲
き
誇

る
満
開
の
桜
を
目
当
て
に
、
毎

年
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
鷹
巣
中
央
公
園

　
　
　
　
「
桜
ま
つ
り
」

　
平
成
26
年
に
ヒ
グ
マ
も
加
わ

り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
子
グ
マ

が
お
迎
え
し
ま
す
。

　
く
ま
く
ま
園

　
春
彼
岸
の
伝
統
行
事
で
、
お

墓
や
山
の
尾
根
、
川
沿
い
に
ダ

ン
ボ
と
い
う
た
い
ま
つ
を
灯
し

て
先
祖
の
霊
を
弔
い
ま
す
。

　
万
灯
火
（
ま
と
び
）
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森
吉
山
山
開
き

　
森
吉
山
の
樹
氷
観
賞

六
月
　

■
太
平
湖
・
湖
水
開
き
【
１
日
】

　

■
竜
ヶ
森
山
開
き
【
上
旬
】

　

■
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
【
上
旬
】

　

■
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会

七
月
　

■
ア
ユ
釣
り
解
禁
【
１
日
】

　

■
米
代
川
花
火
大
会
【
上
旬
】

　

■
綴
子
神
社
例
大
祭
【
14
・
15
日
】

八
月
　

■
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り【
７
日
】

　

■
根
子
番
楽
【
14
日
】

　

■
合
川
ま
と
び・
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
【
14
日
】

　

■
北
秋
田
市
成
人
式
【
15
日
】

　

■
阿
仁
の
花
火
大
会
と
灯
籠
流
し【
16
日
】

　

■
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
【
下
旬
】

九
月
　

■
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
【
中
旬
】

　

■
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
【
中
旬
】

　

■
大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
【
中
旬
】

　

■
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン【
下
旬
】

十
月
　

■
北
秋
田
市
文
化
祭
【
下
旬
】

　

■
北
秋
田
市
産
業
祭
【
下
旬
】

十
一
月

　

■
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
【
３
日
】

十
二
月

　

■
阿
仁
ス
キ
ー
場
開
き

　

■
キ
ラ
キ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
メ
イ
ン
会
場
の
駅
前
通
り
、

銀
座
通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な

り
、
多
く
の
餅
の
販
売
や
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
出
店
す

る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
踊
り
の
行

列
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。



至鰺ヶ沢町

能代市

大館能代空港大館能代空港

のしろ
たかのす

鹿角花輪

おおだて

小坂

十和田

鹿角八幡平

安代

安
代
Ｊ
Ｃ
Ｔ

こうま

碇ヶ関

北秋田市北秋田市

鹿角市

至八戸市

至弘前市

松尾八幡平

もりおか

東
北
本
線

い
わ
て
銀
河
鉄
道

東
北
新
幹
線

秋
田
新
幹
線

東
北
縦
貫
自
動
車
道

日本海沿岸
東北自動車道

日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

盛岡

たざわこ

かくのだて

北上江釣子

湯田
よこて

横手

うごほんじょう

十文字

湯沢

ゆざわ

北上西

水沢

一関
いちのせき

築館

きたかみ

おおまがり

盛岡市仙北市

秋田市

男鹿市

秋田空港

大仙市

北上市
横手市

湯沢市

至新庄市

奥
羽
本
線

羽
越
本
線

由
利
高
原
鉄
道

秋
田
自
動
車
道

由利本荘市
大曲

協和

秋田南

秋田中央あきた

秋田北

岩城

昭和男鹿半島

おが 105

7

7

13

46

105

107 107

397

342

285

285

103

398

108

108

至仙台市

北
上
Ｊ
Ｃ
Ｔ

五城目

琴丘森岳

八竜能代南

北秋田市

東京（羽田）東京（羽田）

北秋田市

鉄道

北秋田市（鷹ノ巣駅）

東北新幹線

秋田新幹線

5時間11分 5時間29分

盛岡

奥羽本線

秋田

東北新幹線

秋田新幹線

盛岡

秋田内陸線

角館

東京

高速バス

９時間３５分 約３時間２０分

北秋田市（鷹巣）

池袋 盛岡

路線バス

国道7号

大館

7

みちのく号ジュピター号

大館能代空港

北秋田市アクセスマップ北秋田市アクセスマップ

3435

秋田内陸縦貫鉄道秋田内陸縦貫鉄道

大館能代空港大館能代空港
　
秋
田
県
第
２
の
空
港
と
し
て
県
北
部

地
域
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
担
い
、
観
光

産
業
の
振
興
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
か
ら
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
鷹
巣
〜
角
館
間
94
・
２
キ
ロ
の
距
離

を
南
北
に
縦
断
し
、
沿
線
の
観
光
施
設

へ
の
交
通
機
関
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
鉄
道
の
車
窓
か
ら
観
え
る
四
季

折
々
の
風
景
が
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大館市

鷹巣IC

本荘

象潟

能代東
二ツ井白神

小坂ＪＣＴ

大館能代空港IC

大館北

大館南

至酒田市

空路

約70分
（１日３往復）

大館能代空港

羽田空港

高速道路

北秋田市（鷹巣Ｉ.Ｃ） 北秋田市（鷹巣Ｉ.Ｃ）

盛岡Ｉ.Ｃ

小坂JCT

約１時間40分

東北縦貫
　　自動車道

日本海沿岸
　東北自動車道

秋田中央Ｉ.Ｃ

約1時間30分

日本海沿岸
　東北自動車道

二ツ井白神Ｉ.Ｃ

今泉交差点

大館能代空港Ｉ.Ｃ

令和２年度開通

7
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２０２１年９月発行

発　行　北秋田市
編　集　北秋田市総務部総合政策課広報係
      　　〒018-3392
      　　秋田県北秋田市花園町19番１号
      　　TEL:0186-62-1111　FAX:0186-63-2586
      　　URL　http://www.city.kitaakita.akita.jp/

　北秋田市の「き」をモチーフに、自然と
人が調和する姿を図案化したもので、秋田
杉をイメージした深い緑色で北秋田市の豊
かな自然を象徴し、緩やかなラインでぬく
もりとゆとりを表し、羽ばたく様子で未来
への飛躍発展を表現しています。
　　　　　　　（平成 17年 10 月３日制定）

市　章
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